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尿路感 染症 に対す るCefotiam(SCE-963)の 臨床 的検 討
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は じ め に

Cefotiam(CTM,SCE。963)は 近年次々と開発されて

いる β-lactamase抵 抗性 のcephalosporin系 抗生物質

の一つであり,グ ラム陽性菌および陰性菌にわたる広域

抗菌スペクトラムを有するが,特 にグラム陰性菌に対す

る抗菌力は従来からのeephalosporin系 薬剤に比して,

著 しく強いといわれる1)。

本剤は注射用薬剤であり,そ の腎への移行は良好で,

生 体内でほとんど代謝されることなく尿中へ排泄され

る。

今回われわれは,CTMの 上記特性 を考 慮して急性

単純性膀胱炎および慢性複雑性尿路感染症に本剤を投与

しその臨床的効果を検討した。

1.急 性単純性膀胱炎症例

対象及び方法

治験対象は23歳 から73歳 までの,平 均39.7歳 の女子10

例である。

CTMは 外来受診時1回500mgを 筋注し,翌 日の尿

所見および臨床所見の改善を確認後,塩 化リゾチーム1

回90mgを 投与,5日 後に再度諸検査を実施した。

なお,感 受性測定は日本化学療法学会標準法2,に従っ

て108cells/ml接 種時のMICを 測定 した。

成 績(Table 1)

10例 の急性単純性膀胱炎の起炎菌は全て,E.coliで

あ り,そ のCTMのMICは,0.2～0.78μg/mlの 範

囲にあった。10例 全例が翌日,臨 床および尿所見の改善

をみ,塩 化 リゾチームの投与を行ったが,そ のなかで3

例のみが5日 目に症状残存し,尿 中白血球1視 野20コ以

上となり,E.coliを 証明した。

CTM1回 投与で完治せ しめ得たと思われる著効は

7例(70%),症 状 改善後再然を来したと考えられる有

効例は3例(30%)で あ った。

この群では特にアレルギー反応 などの副作用を認め

ず,筋 注局所の異常はみとめなかった。

Table 1 Simple acute cystitis
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Table 3 Laboratory findings of cases of chronic infection

II.慢 性 複雑 性 尿 路感 染 症例

対 象 及び 方 法

対 象 は29歳 か ら81歳 まで の平 均59.3歳 の男 子6例,女

子3例 の計9例 で あ る。 この なか で 慢 性 膀胱 炎 は7例,

腎 孟 腎炎 は2例 で あ る。基 礎疾 患 は 前 立 腺疾 患3例,前

立 腺 摘 出後 例3例,腎 結 石2例,腎 移 植 後 感染1例 であ

る。留 置 カテ ー テ ルを有 す るもの は3例 で あ った 。

CTMは1回 量0.59を 朝 夕2回,5日 間 筋 注 し,臨

床 効果 の評 価 判定 はUTI基 準3)に も とず いて 行 った。

成 績

慢 性 尿 路 感染 症 の 起 炎 菌 は,Serratia mamscens 2

株,Serratia ligueracience 1株,Proteus vulgaris 1株,

Proteus mirabilis 1株,Peudomonas aeruginosa 1株,

Pseudomonas fluoresceus 1株,Klebsiella 1株,Citro-

bacter 1株 で あ る。

こ れ ら の 菌 株 のCTMのMICは,Proleus mira-

bilis1株 が0.78μ9/mlで あ った以 外 は,100μ9/ml以

上 で あ り,citrobacterは1,600μ9/ml以 上で あ った 。

CTMの 効 果 は 著 効1例,有 効4例,無 効4例 で,有

効 率 は55.6%で あ った 。 留 置 カ テー テ ル 使 用 の3例

中,有 効 例 は1例,無 効2例 で あ った 。留 置 カテ ー テル

無 使 用例6例 で は,著 効1例,有 効3例,無 効2例 で あ

った 。

CTM筋 注 に よ る副 作用 は 特 に認 め られず,局 所反応

も軽 度 で あ った。 投 与 前後 の 血液 およ び 血液 生化 学的検

査成 績 は,Table3の 如 くで あ るが,い ず れ も投 与によ

る異 常 を み と めな い 。

第9例 目は 腎 移 植 後 に 発 症 した 膀 胱 炎で あ る が,

CTM,1回o.59投 与4回 目 で,起 炎 菌 で あ るKlebsiella

は,7.4×106か ら1.3×104に 減少 したが,尿 中 白血球数

は(+)で あ った 。CTM投 与 中止後,IRmor8aniiを

4.7x104認 め る に 至 った 。 この 間BUNは 投 与 前119

mg/dlが 投 与3日 目で137mg/dl,5日 目で139mg/d1,

11日 目で140mg/d1と や や 上 昇 気 味 であ ったが,crea-

tinineは 投 与 前7.1mg/dl,3日 目7.8mg/dl,5日 目7.6

mg/d1,11日 目5.9mg/dlと,ほ とん ど変 動 な く,む し

ろ11回 目に は 改 善 してい る。transaminaseの 変 化 は認

め なか った 。

考 按

CTMの 特 徴 は,抗 β-lactamase作 用 によ る抗 菌力

の強 さで あ るが,そ れ らは 主 と して 且coli,KZebsiella,

Proteus属 に 対 して で あ る。且coliに 対す る試 験 管 内

抗 菌 力 はcefazolin,cephalothin,cephaloridiaeに 比 し

て す ぐれて お り,わ れわ れ の 経験 した 急性 膀 胱炎 症例か

ら分 離 した 且coli10株 の 全 てが,0.2～0.78μg/m1の

範 囲 にあ ったが,10株 中5株 に0.2μ9/mlの 抗菌 力を示
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しており,高 い尿中排泄率とあいまって,1回500mg

筋注による優れた抗菌作用をもたらしたものと思われ

る。UTI基 準 では急性膀胱炎の治療期間を3日 間とし

ているが,今 回は1日1回 投与を試みた。1日1回 投与

による効果判定は,再 然をも考慮すべきであると考えら

れたので,再 然を来さないものを著効,再 然 した例を有

効と判定した。著効と有効群間には,特 にMICに よる

関連はみられなかったので,両 者は個体条件によるもの

と考えられた。

慢性複雑性尿路感染症の起炎菌 は,Pseudomonas,

Serratiaなど,CTMの 抗 菌力からみて,対 象外と思

われる菌株が5株 を占めており,Serratia ligu4acience

1株を除いて,全 て1,600μ9/dl≦ のMICで あ っ

た。しかし,複 雑性尿路感染 症では必 ずしも,MIC

からみて有効と考えられない症例に効果のみられること

が多く,今 回の検討でも有効は55.6%で あった。ただ今

回CTMの 投与量 は1日19の 筋 注投与であり,投 与

量,投与方法の工夫により,さ らにより臨床効果が得ら

れるのではないかと思われる。

ま と め

Cefotiam(CTM,SCE-963)を 急性単純牲勝胱炎の10

例の女子に500mg1回 投与を行い,全 例に翌日の臨床

症状,尿 所見,尿 中細菌の改善を認め,5日 目の再然率

は30%で あ った。慢性 複雑性 尿路 醸染症9例 に対 して

は,Cefotiamを1日19,1日2回 の投与を行い,55.6

%の 有効率を得た。

筋注による副作用は局所的で軽度であり,投 与前後の

血液および血液生化学的検査を行った10例 については異

常は認めなかった。
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CLINICAL STUDY OF CEFOTIAM (SCE-963) ON URINARY

TRACT INFECTION
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Cefotiam (SCE-963) was administrated to 10 patients with acute simple cystitis and 9 patients with chronic
complicated urinary tract infection.

Intramuscular one shot administration of 500 mg cefotiam was chosen a treatment of acute simple cystitis
and observed good effect for all cases. Clinical symptoms, urinary findings and organisms in the urine
were improved or disappeared on the next day in all cases. After five days administration of lysozyme
chloride three of ten cases were reccurred urinary findings or symptomes.

Clinical and bacteriological effects based on UTI evaluation of cefotiam for chronic complicateud urinary
tract infections were excellent in one, good in 4 and poor in 4 cases. The good and excellent rate was 55.6

% in total cases.
No remarkable side effect was observed in this series.


